
暮らしているとい

たけやぶ

家の北と束は竹薮で'

ころ

も出る｡住み慣れない頃はの頃はもうあまり感じなくなっ

うたまくらやしお

の続きに､歌枕で有名な八塩の

いはくらややしは染めたる谷川にをしひたしたる

西行法師

と､西行もここを詠んでいる｡の何度も布を染めたように色

れる電子辞
あおばずく

青葉木冤だ
どうにか
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声は聞こえても､青葉木冤を見る機会はめ

ったにあるものではない｡ひとりで見ているのは惜しいと思い､家族を連れて行って木の下でひそひそ言ったのがよくなかったのである｡次の日にはもう居なくなってしまった｡

おおみそか

一昨年の大晦日の夜の年越しの祭りには家
族で出かけた｡前年にも見かけたので'もしかしたらと話しているところに､近所の鶴見俊輔さんが石段を上って来られた｡年越しの

はつもう

祭りは､そのまま初詣でになる｡除夜の鐘が鳴りだすと参拝客が途端に増えだす｡

長谷八幡宮は千二百年近くの歴史を持つ｡
長谷八幡神社とも呼ばれる｡神官は居ないのに､いつ行っても境内は静かで､きれいに掃き清めてある｡長谷､花園など町の氏子が交代で掃除をしているからなのだと聞いて､ああそうかと思った｡

この家に暮らしながら､いつも長谷八幡の

ことが意識のどこかにあるのはどういう事なのだろう｡家の西側二百メートルほどの所に石の大鳥居がある｡この鳥居をくぐる度に何とも言い表し難い思いがするのである｡鳥居

｢あなた､病気をして顔がやさ

内｡それはどういうことなのだろう｡石の

たね｣　と鶴見さんはおっ

はなく､これより少し小さい鳥

なマスクをかけて

とつずつある｡三方を鳥

なふうに見え

ことになるなど考

えたこともなかった｡おまけに家の半分は薮である｡

この不思議としか言いようのない感じ｡怖

いような'安心なような､何かに守られているような､悪いことをしてはいけないような､めったに行ってはいけないような､朝夕こころやすく行けるような｡

境内にしばらく行かず行かざれば寒い風見ゆ長谷八幡十字路の奥に朱色の鳥居あり来てはいけないと気配に言へり

｢短歌｣　二〇〇三年一一月号

話は前後するが､まあこんな気分だったの

で年越しの祭りも初詣でも行かなかったのである｡

この家に住み始めたころ､夫の永田和宏が､
おれたちはこの家で死ぬんやなあと言いなが

しゅろ

ら､庭の椋欄の木の徒長枝を切り始めたこと

ついすみか

が忘れられない｡この家はたぶん終の住処に

おそ

なるのであろう｡竹薮と長谷八幡を畏れこわがり､逃げ込んだり安心したりしながら､不思議な京都の北の端っこに来て暮らしているのが､われながら不思議である｡

(かわの･ゆうこ｢塔｣選者)

わたしの京都　シの3.353


